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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　眼疾患に伴って発生する後天色覚異常の検出に，仮

性同色表として標準色覚検査表後天異常用（SPP－2）が

眼科臨床で用いられているが，色彩学的立場から解析

した報告はなされていない．著者はSPP－2に使われて

いる慰すべてについて，色混同と色弁別の二つの立場

から定量的評価を試み，臨床応用との比較検討を行う

ことを目的として研究を行った．

　方法

　SPP－2各表の文字と背景のすべての色について，

ZEISS　RFC－3分光色彩計を用いて分光測定を行った．』

色混同に関して第一，第二及び第三色覚異常について

の混同色軌跡と色度座標から計算された角度θより

評価した．色弁別に関しては，Hunterの色差式から色

差を計算しNBS単位で表わした．正常，高眼圧症及び

緑内障患者を対象に臨床的検討も行った．

　結果

　1．色混同に関して，青黄異常検出用の11文字は第三

色覚異常の混同色軌跡に良く一致していた，赤緑異常

検出用の5文字のうち4文字は，第一及び第：二色覚異

常の混同色軌跡に一致し良いデザインであるが，第12

表文字4は第三色覚異常の混同色軌跡により一致して

おり，青黄異常検出に役立つと思われる．

　2．色弁別に関して青黄異常検出用の文字と背景の

色差は，6から13NBS単位であった．臨床実験より高

眼圧症と緑内障患老の各文字の誤読率と色差との間に

良い相関がみられた．赤緑異常検出用の第12表文字4

の色差は8NBS単位で，他の4文字と比べてはるかに

小さく正常者でも17％が誤読し，緑内障患者では50％

の誤読率であった．

　考察

　色混同については，青黄異常及び赤緑異常検出用文

字ともに，それぞれ混同色軌跡に良く一致しており，

先天異常検出にも有効である．第12表文字4のみデザ

インがあいまいであるが，青黄異常検出により適して

いると思われる．色弁別に関しては，SPP－2の文字と背

景の色差は先天異常用仮性同色表と比較してはるかに

小さく，後天色覚異常の検出能力を高めようとする意

図が伺えるが，色差が小さいと検出率が高まる一方，

正常老の偽陽性率も上昇するので，最低でも10NBS単

位は必要と思われる．色差は文字を背景から読み分け

る際の難しさの指標となり，臨床実験から色差の大き

さの段階を用いれば，異常の程度の判定も可能となる

ことが示唆された．

　結論

　SPP－2は眼科臨床で後天色覚異常を簡単に検出で

ぎ，色差の大きさを念頭に置くことによって異常の程

度も推定でき，異常をもたらした原疾患の経過観察を

行う上で有効であることが結論された．
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論　文　審　査　の　要　旨

　本論文は後天色覚異常用仮性同色表の文字と背景のすべての色を，分光色彩計を用いて分光測定を行い，異

常者における色混同と色弁別を検討し，緑内障患者などで後天色覚異常の検出と疾患経過観察を行う上での有

効性を証明したもので，学術上価値ある論文である．
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